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研究番号：２４０９８（括） 

研究の実施に関する情報公開文書 

 

本研究は、鹿児島医療センター倫理審査委員会の審査を受け，院長の承認を得て行っているも

のです。研究趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１．研究の概要 

研究課題名  毛巣洞の外科的治療に関する多施設共同後ろ向き研究 

研究期間   研究実施許可日 2024年 11月 14日 ～ 2027年 3月 31日 

目標数    全体 250 例（鹿児島医療センター： 40 例） 

 

２．研究の対象 
2014年 4月 1日 ～ 2023年 3月 31日に当院で毛巣洞の手術を受けられた方 

 

３．研究の背景・目的・方法について 

毛巣洞（もうそうどう）とは、体毛の濃い成人男性の尾仙骨正中部に好発し、皮下に毛髪を

含む瘻孔といってトンネルを形成します。 成因として歩行や座位による圧迫やその解除により、

臀裂に剪断応力が生じ、臀裂に向かって流れるような毛がすり合わさって束になり、臀裂部に刺

入することでトンネルを形成するといわれます。肥満傾向のある青年期に好発して、炎症を繰り

返すと座位になることも難しくなり、車の運転や勉学に支障が出るなど、生活の質を著しく低下

させます。毛巣洞の手術では1) 洞の完全切除、2) 仙骨部位が荷重部となる部位の欠損創を適

切に皮弁などで充満し創離解を防ぐこと、3) 毛流を変えることで再発を防ぐこと、4) 剃毛をお

こない毛の物理的な侵入を防ぐこと、などが重要と言われていますが、毛巣洞の外科治療では標

準的な術式が存在せず、現時点では施設ごとの経験にゆだねられているのが実情です。そこで全

国の皮膚外科領域をサブスペシャリティとする施設で、多施設共同後ろ向き調査を行い、毛巣洞

に推奨される外科的治療に関する有益な情報を得ることを本研究の目的とします。 

 

４．研究に用いる試料・情報の種類 
この研究では診療の際に得た以下の情報を使用します。 

情報：診療記録より、年齢、性別、BMI、糖尿病、喫煙の有無、術前画像評価の有無、切除検

体の大きさ、麻酔方法、手術時間、瘻孔染色の有無、再建方法、術後脱毛処理の有無、

術後1ヶ月以内に生じた術後合併症（縫合不全、感染、皮弁壊死）、術後1ヶ月以上の再

発の有無 

 
５．外部への試料・情報の提供・公表 
  この研究に使用する情報などは、個人が特定できないように加工を行い、研究代表機関に電

子媒体にて提供されます。また，本研究の成果は関連学会等における発表，あるいは学術論文へ

の掲載により公表します。 

 

６．個人情報の保護について 

この研究に利用される診療情報などの研究データは，個人を特定できない形式に記号化した

番号により研究責任者によって管理されますので，あなたの個人情報が研究組織外部に漏れるこ
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とは一切ありません。この研究で得られた結果は学会や医学雑誌等に発表されることがあります

が、あなたの個人情報が公表されることは一切ありません。 

 

７．研究組織 
 

研究代表者 鹿児島医療センター 皮膚腫瘍科 松下茂人 

 

（１）鹿児島医療センターにおける研究実施体制 
研究責任者 皮膚腫瘍科 科長 松下 茂人 

研究分担者 皮膚腫瘍科 部長 青木 恵美 

        医師 戸澤 貴久 

医師 岩田 昌史 

医師 生駒 宗禎 

医師 島田 邦彦 

客員研究員 佐々木奈津子 

客員研究員 藤井 一恭 

 

（２）共同研究機関と研究責任者 

別紙「共同研究機関一覧」参照 

 

 

 

８．本研究に係る資金ならびに利益相反について 
本研究は日本皮膚外科学会学術研究奨励賞費を用いて行われます。また，研究担当者は，この

研究において企業等との間に利害関係はなく、当院規定に基づく利益相反委員会での審査と承認

を得ています。 

 

９．研究への情報利用の拒否・停止について 

情報が当該研究に用いられることについて，患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承

いただけない場合には，研究対象としませんので，下記の問い合わせ先までお申し出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。なお，研究結果が既に医学雑誌へ

の掲載や学会発表がなされている場合，データを取り消すことは困難な場合もありますのでご了

承ください。 

 

１０．研究に関する窓口 

この研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望があ

れば，他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で，研究計画書及び関

連資料を閲覧することができますのでお申し出下さい。 

（当院） 

獨協医科大学埼玉医療センター 皮膚科 担当者：須山孝雪 

埼玉県越谷市南越谷２－１－５０ 

電話番号：048-965-3554（皮膚科外来） 受付時間：平日（月曜から金曜）9：00-17：00 

 

（研究代表者）  
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   鹿児島医療センター 皮膚腫瘍科 松下 茂人 

   鹿児島市城山町８番１号 

     TEL 099-223-1151 FAX 099-226-9246 

 



※別紙 共同研究機関名 所属 職名 ⽒名
1 ⼭形市⽴病院済⽣館 ⽪膚科 医師 ⾓⽥孝彦 
2 気仙沼市⽴病院 ⽪膚科 科⻑ 芳賀 貴裕
3 ⽇⽴総合病院 ⽪膚科 主任医⻑ 伊藤周作 
4 筑波⼤学 ⽪膚科  教授 乃村俊史 
5 ⾃治医科⼤学 ⽪膚科 教授 ⼩宮根真⼸
6 群⾺⼤学 ⽪膚科 准教授 安⽥正⼈
7 伊勢崎市⺠病院 ⽪膚科 主任診療部⻑ ⽥村敦志 
8 君津中央病院 ⽪膚科 部⻑/科⻑ 稲福和宏 
9 順天堂⼤学浦安病院 ⽪膚科 先任准教授 ⾦⼦⾼英

10 埼⽟県⽴がんセンター ⽪膚科 科⻑兼診療部⻑ ⽯川雅⼠
11 さいたま⾚⼗字病院 ⽪膚科 部⻑ 三⽯ 剛
12 獨協医科⼤学埼⽟医療センター ⽪膚科 准教授 須⼭ 孝雪

同上 同上 講師  横⼭ 恵美
13 埼⽟医科⼤学国際医療センター ⽪膚腫瘍科・⽪膚科 診療部⻑、教授 中村 泰⼤
14 ⻁の⾨病院 ⽪膚科 医⻑ 岸 晶⼦
15 がん研究会有明病院 ⽪膚腫瘍科 部⻑ 吉野公⼆
16 国⽴がん研究センター中央病院 ⽪膚腫瘍科 科⻑ ⼭﨑直也
17 都⽴広尾病院 ⽪膚科 部⻑ 岩澤うつぎ
18 ⽇本医科⼤学 ⽪膚科 講師 帆⾜俊彦
19 聖マリアンナ医科⼤学 ⽪膚科 主任教授 ⾨野岳史
20 横浜市⽴⼤学 形成外科 教授 林 礼⼈
21 静岡県⽴静岡がんセンター ⽪膚科 ⽀持療法センター⻑ 清原祥夫
22 浜松医科⼤学 形成外科 特任教授 中川雅裕 
23 藤⽥医科⼤学 ⽪膚科 准教授 有⾺ 豪       
24 名古屋⼤学 ⽪膚科 准教授 横⽥憲⼆      
25 名古屋市⽴⼤学 ⽪膚科 准教授 加藤裕史
26 中部国際医療センター ⽪膚科 部⻑ 神⾕秀喜
27 三重⼤学 ⽪膚科 講師 北川敬之

同上 同上 講師  ⽔⾕健⼈
28 新潟県⽴がんセンター新潟病院 ⽪膚科 副院⻑ ⽵之内⾠也
29 富⼭県⽴中央病院 ⽪膚科 部⻑ ⼋⽥尚⼈
30 福井⼤学 ⽪膚科 講師 飯野志郎
31 福井県済⽣会病院 ⽪膚科 主任部⻑ ⻑⾕川義典
32 滋賀医科⼤学 ⽪膚科 教授 藤本徳毅
33 京都府⽴医科⼤学 ⽪膚科 講師 浅井 純
34 和歌⼭県⽴医科⼤学 ⽪膚科 准教授 ⼭本有紀
35 関⻄医科⼤学総合医療センター ⽪膚科 教授 清原隆宏
36 ⼤阪国際がんセンター 腫瘍⽪膚科 副部⻑ ⼤江秀⼀
37 ⼤阪市⽴総合医療センター ⽪膚科 副部⻑ 前川直輝 
38 星ヶ丘医療センター ⽪膚科 部⻑ ⽴花隆夫
39 富⽥林病院 ⽪膚科 部⻑ 中川浩⼀
40 神⼾⼤学 形成外科 教授 寺師浩⼈
41 神⼾市⽴医療センター中央市⺠病院 ⽪膚科 部⻑ ⻑野 徹
42 兵庫医科⼤学 ⽪膚科 主任教授 ⾦澤伸雄 
43 兵庫県⽴がんセンター ⽪膚科 部⻑ ⾼井利浩
44 市⽴伊丹病院 ⽪膚科 科主任部⻑ 南祥⼀郎
45 岡⼭医療センター ⽪膚科 医⻑ 浅越健治
46 川崎医科⼤学 ⽪膚科 准教授 ⽥中 了
47 島根⼤学 ⽪膚科 教授 ⼭崎 修
48 ⾼松⾚⼗字病院 ⽪膚科 ⽪膚科部⻑ 眞部恵⼦
49 ⻑崎⼤学 ⽪膚科 講師 鍬塚 ⼤
50 ⼤分市医師会⽴アルメイダ病院 形成外科 部⻑ 橋本裕之
51 国⽴病院機構九州がんセンター ⽪膚腫瘍科 医⻑ 内 博史 
52 宮崎⼤学 ⽪膚科 教授 天野正宏
53 産業医科⼤学 ⽪膚科 教授 澤⽥ 雄宇

同上 ⽪膚科 講師 佐々⽊奈津⼦
同上 環境疫学 教授 藤野善久


